
多 重 債 務 問 題 を め ぐ る 現 状 に つ い て

（関 連 指 標）

金融庁 /  消費者庁 /  厚生労働省（自殺対策推進室）

○ ５件以上無担保無保証借入の残高がある人数及び貸金業利用者の一人当たり残高金額

○ 「多重債務」に関する消費生活相談の概況

○ 多重債務が原因とみられる自殺者数

資料１



５件以上無担保無保証借入の残高がある人数及び貸金業利用者の一人当たり残高金額

19年
3月
末

20年
3月
末

21年
3月
末

22年
3月
末

23年
3月
末

24年
3月
末

25年
3月
末

26年
3月
末

27年
3月
末

28年
3月
末

5件以上無担保
無保証借入の
残高がある人数
【万人】

171 118 73 84 70 44 29 17 14 12

（参考）
3件以上無担保
無保証借入の
残高がある人
数【万人】

443 378 319 374 331 257 211 159 140 130

１人当たり残高
金額【万円】

116.9 106.6 95.7 79.7 67.1 59.0 54.8 52.6 52.4 52.6

（出典）㈱日本信用情報機構
（注） 平成21年３月末までは全国信用情報センター連合会（現㈱日本信用情報機構）の情報。平成22年３月末以降は

㈱日本信用情報機構の情報並びに同社と合併した㈱テラネット及び㈱シーシービーの情報に基づくもの。



平成28年5月
消 費 者 庁

１－１．相談件数（受付年度別推移）

（注）PIO-NET（全国消費生活情報ネットワーク）を通じて全国の消費生活センターから寄せられた「多重債務」に関する相談件数（平成28年5月10日登録分まで）。
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「多重債務」に関する消費生活相談の概況（１）



「多重債務」に関する消費生活相談の概況（２）

（注）PIO-NET（全国消費生活情報ネットワーク）を通じて全国の消費生活センターから寄せられた「多重債務」に関する相談件数（平成28年５月10日登録分まで）。

１－２．相談件数（受付月別推移）

２．相談事例

（年月）

○借入総額数百万で多重債務に陥っている。すでに友人の紹介により弁護士に相談済みだが破産と個人再生について詳しく

知りたい。

○金融機関数社から借り入れしている。病気になり仕事ができず、収入がなくなり返済困難。自己破産を考えている。

○信販会社や銀行からのキャッシングで数百万円、住宅ローンを含めて数千万円の借金がある。弁護士に相談して債務整理

希望。

○消費者金融から高額な請求書が届いた。年金生活で他にも債務があり、支払困難。どうしたらいいか。
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多重債務が原因とみられる自殺者数（１）

19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 (19年比)

全自殺者数 33,093 32,249 32,845 31,690 30,651 27,858 27,283 25,427 24,025 (▲27.4%)

多重債務が
原因とみら
れる自殺者
数

1,973 1,733 1,630 1,306 998 839 688 677 667 (▲66.1%)

（人）■全自殺者数及び多重債務が原因と見られる自殺者数の推移



多重債務が原因とみられる自殺者数（２）

（２）職業別自殺者数

（出典）厚生労働省・警察庁統計

■平成27年中の年齢階級別、職業別の自殺者数（原因・動機が多重債務の者のうち）

（１）年齢階級別自殺者数

　　　    職業別

事務職

原因・動機別

農・林
・漁業

販売
店主

飲食
店主

土木・建
築業自営

不動産業
自営

製造業
自営

その他の
自営業主

教員
医療・
保健

従事者

芸能人・

プロスポ

ーツ選手
弁護士

その他の
専門・技

術職

議員・知
事・課長
以上の
公務員

会社・公
団等の
役員

会社・公
団等の

部・課長
事務員

販売
店員

外交員
・

セールス
マン

露店・行
商・廃品

回収

美容師
・

理容師

調理人
・バーテ
ンダー

飲食店店
員

ホステ
ス・ホス

ト

遊技場等
店員

その他の
サービス

職

計 11 11 8 25 3 11 63 132 1 10 1 10 1 21 13 10 25 17 3 3 8 1 6 27

男 11 10 8 25 3 11 62 130 8 1 10 1 19 13 10 23 17 3 3 8 1 4 25

女 1 1 2 1 2 2 2 2 2

負債
(多重債務)

専門・技術職 管理的職業 販売従事者 サービス業従事者
自営業・家族従業者

自営業･
家族従業
者合計

被雇用者・勤め人

　　　    職業別

原因・動機別

建設職
人・配管

工

輸送・精
密機械工

機械工
(輸送・
精密を除

く)

金属加工
工

食品・衣
料品製造

工

その他の
技能工

警察官･
自衛官･
消防士等

その他の
保安従事

者

運輸従事
者

通信従事
者

土木建設
労務作業

者

運搬労務
作業者

その他の
労務作業

者
その他

計 8 4 7 4 3 23 7 2 27 7 20 11 37 49 366 498

男 8 4 7 3 3 23 7 2 27 7 20 11 36 46 350 480

女 1 1 3 16 18

有職者
合計

被雇用者・勤め人 被雇用者

・勤め人技能工 保安従事者 通信運輸従事者 労務作業者 被雇用
者・

勤め人
合計

負債
(多重債務)

　　　    職業別

原因・動機別

未就学児
童

小学生 中学生 高校生 大学生
専修学校

生等
主婦 失業者

利子・配
当・家賃
等生活者

年金・雇
用保険等
生活者

浮浪者
その他の
無職者

計 1 1 4 39 36 79 158 159 10 667
男 1 1 37 32 68 137 138 7 625
女 4 2 4 11 21 21 3 42

合計

学生・生徒等

学生・生
徒等
計

無職者
計

負債
(多重債務)

無職
合計

不詳

無職者

無職

            年齢階級別

原因・動機別
～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳～ 不　詳 合　計

計 61 136 150 182 110 23 5 667

男 58 130 142 170 101 21 3 625

女 3 6 8 12 9 2 2 42

負債

(多重債務)
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